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コンピ ュータ セッ ト アップ （F10） 
ユーテ ィ リ テ ィ

コンピ ュータ  セッ ト ア ップ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティは、以下のような操作を 

行う場合に使用します。

■ コンピュータの工場出荷時の設定の変更

■ コンピュータ（リアルタイム クロック）の日付（Date）と時刻（Time） 
の設定

■ システム構成（プロセッサ、グラフィックス（ビデオ）、メモリ、オー

ディオ、記憶装置、通信ポート、入力装置など）の表示、設定の変更、

または確認

■ 起動可能なデバイスの起動順序（Boot Order）の変更。起動可能なデバ 

イスとして、ハードディスク ドライブ、ディスケット ドライブ、オプ  

ティカル ドライブ、USBフラッシュ メディア デバイスなどがあります。

■ クイック ブート（Quick Boot）の有効化。クイック ブートでは、コンピュー   

タをすばやく起動できますが、フル ブートで実行される診断テストの一 

部が省略されます。以下のように設定できます。

❏ 常にクイック ブート（デフォルト）

❏ 定期的にフル ブート（毎日～30日まで指定可）

❏ 常にフル ブート

■ POST（Power-On Self Test）メッセージ（POST Message）の有効/無効の選択   

による、メッセージの表示状態の変更。非表示モードでは、メモリ カウ 

ント、製品名、エラーでないその他のテキスト メッセージなど、ほとん 

どのPOSTメッセージは表示されません。POSTエラーが発生した場合に

は、選択した設定に関係なくエラー メッセージが表示されます。POST 
実行中に非表示モードから表示モードに切り替えるには、[F1]～[F12]
キー以外の任意のキーを押してください。
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■ オーナーシップ タグ（Ownership Tag）の設定。オーナーシップ タグを   

設定しておくと、システムを起動または再起動するたびにコンピュータ

の所有者に関する情報が画面上に表示されます。

■ 会社によって割り当てられたアセット タグ（Asset Tag）または資産ID番  

号の設定

■ システムの起動時だけではなく、再起動時の電源投入時パスワード入力

画面の有効化

■ セットアップ パスワード（Setup Password）の設定。セットアップ パス   

ワードは、コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティ、および 

このガイドで説明する設定にアクセスする場合に使用します。

■ シリアル ポート、USBポート、パラレル ポート、オーディオ、内蔵NIC  
などの内蔵I/O機能の使用禁止/許可の設定

■ マスタ ブート レコード（MBR）セキュリティ（Master Boot Record Security）     
の有効/無効の設定（一部のモデルのみ）

■ リムーバブル メディアからの起動（Removable Media Boot）の有効/無効   

の設定

■ レガシー ディスケットの書き込み（Legacy Diskette Write）の禁止 /許可   

の設定（ハードウェアでサポートされている場合）

■ POSTで検出されて自動修復できなかったシステム構成のエラーの解決

■ リプリケート セットアップ機能の利用。コンピュータの設定情報をディ 

スケットに保存し、その情報を使って複数のコンピュータを同じ設定に

することができます。

■ 特定のATAハードディスク ドライブのセルフテストの実行（ドライブで 

サポートされている場合）

■ ドライブロック セキュリティ（DriveLock Security）の有効 /無効の設定  

（ドライブでサポートされている場合）
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コンピ ュータ  セッ ト アップ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ の起動

コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティには、コンピュータの電 

源を入れるか再起動することでのみアクセスできます。コンピュータ セット 

アップ（F10）ユーティリティを起動するには、以下の手順で操作します。

1. コンピュータの電源を入れるか、再起動します。Microsoft Windowsを 

お使いの場合、[スタート]→[終了オプション]（または[シャットダウン]）
→[コンピュータを再起動する]（または[再起動する]）の順に選択します。

2. コンピュータが起動してモニタ ランプが緑色に点灯したらすぐに [F10] 
キーを押し、コンピュータ セットアップ（F10）ユーティリティを実行 

します。必要であれば、[Enter]キーを押すと、タイトル画面をスキップ

できます。

✎ 適切なタイミングで [F10]キーを押せなかった場合は、コンピュータを再起

動して、モニタ ランプが緑色に点灯した時にもう一度[F10]キーを押します。

3. 使用言語をリストから選択し、[Enter]キーを押します。

4. [コンピュータ セットアップ ユーティリティ ]のメイン画面から5つのメ  

ニュー（[ファイル ]（File）、[ストレージ ]（Storage）、[セキュリティ ]
（Security）、[電源]（Power）、[カスタム]（Advanced））を選択できます。

5. 左右の矢印キーでメニューを選択し、上下の矢印キーで項目を選んで

[Enter]キーを押します。コンピュータ セットアップ ユーティリティの  

メニューに戻るには、[Esc]キーを押します。

6. 変更した設定を有効にして保存するには、[ファイル]→[変更を保存して

終了]（Save Changes and Exit）の順に選択します。

❏ 変更した設定を破棄したい場合は、[変更を保存しないで終了]（Ignore
Changes and Exit）を選択します。

❏ 工場出荷時の設定値または以前保存したデフォルトの設定値（一部

のモデルのみ）に戻す場合は、[デフォルト値に設定して終了 ]（Set
Defaults and Exit）を選択します。

Ä 注意： CMOSの損傷を防ぐため、コンピュータ セットアップ（F10）ユーティ 

リティでの変更がBIOSに保存されている 中に、コンピュータの電源を切

らないでください。[F10=Setup]画面の終了後にのみ、安全にコンピュータ

の電源を切ることができます。
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メニュー 項目 説明

フ ァ イル 

（File）

システム情報 

（System Information）

次の項目を表示し ます

• 製品名 （Product Name）

• SKU番号 （SKU Number） （一部のモデルのみ）

• プロセ ッサ タ イ プ/速度/ステ ッ ピング 

（Processor Type/Speed/Stepping）

• キャ ッ シュ  サイズ （Cache Size） （L1/L2） ： デュ ア  

ル コ ア プロセ ッサの場合は、 キャ ッ シ ュ  サイズの   

リ ス ト が2つ表示されます

• 取り付けられている メ モ リのサイズ/処理速度、チャ

ンネルの数 （シングルまたはデュ アル） （必要に応じ

て）

• 内蔵の有効なNIC用の内蔵MACア ド レス （Integrated
MAC） （必要に応じ て）

• システムBIOS （System BIOS） 

（システム フ ァ ミ リの名前とバージ ョ ン）

• 本体シ リ アル番号 （Chassis Serial Number）

• アセ ッ ト  タ グ （Asset Tracking Number）

バージ ョ ン情報 

（About）
著作権情報を表示し ます

日付と時刻 

（Set Time and Date）

システムの時刻と日付を設定できます

フ ラ ッ シ ュ  システムROM
（Flash System ROM） 

（一部のモデルのみ）

新し いBIOSを含む ド ラ イブを選択できます

複製セ ッ ト ア ッ プ 

（Replicated Setup）

リ ムーバブル メデ ィ アに保存 

（Save to Removable Media）

フ ォーマ ッ ト された1.44 MBデ ィ スケ ッ ト 、USBメ モ リ、 

またはデ ィ スケ ッ ト と同等のデバイス （デ ィ スケッ ト  ド  

ラ イ ブを エミ ュ レート するよう 設定さ れた記憶装置）に、

CMOSを含めた コ ンピ ュータの設定情報を保存し ます

リ ムーバブル メデ ィ アから復元 

（Restore from Removable Media）

デ ィ スケ ッ ト 、 USB メ モ リ、 またはディ スケッ ト と 同等

のデバイ スに保存さ れているシステム構成を復元し ます

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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フ ァ イル 

（File） 

（続き）

デフ ォル ト 値の変更 

（Default Setup）

現在の設定をデフ ォル ト と し て保存 

（Save Current Settings as Default）
現在のシステム構成の設定をデ フ ォル ト と し て保存 し

ます

工場出荷時の設定をデフ ォル ト と し て復元 

（Restore Factory Settings as Default）
出荷時のシス テム構成の設定をデ フ ォル ト と し て復元

し ます

デフ ォル ト 値に設定し て終了 

（Apply Defaults and Exit）
現在選択されているデフ ォル ト 設定を適用し、 すべての

パスワー ド 設定を消去し ます

変更を保存し ないで終了 

（Ignore Changes and Exit）
変更し た設定値を破棄し、 コ ン ピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ 

（F10） ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます

変更を保存し て終了 

（Save Changes and Exit）
変更し た設定値やデフ ォル ト 設定を保存し、 コ ンピ ュー

タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ を終了し ます

ス ト レージ 

（Storage）

デバイス構成 

（Device Configuration）

取 り付けられているス ト レージ デバイ スの う ち、 BIOS 
で制御される ものをすべて表示し ます

デバイスを選択する と、 そのデバイスに関する詳細情報

およびオプシ ョ ンが表示されます。 次のよ う な項目が表

示されます

デ ィ スケッ ト  タ イプ （Diskette Type）

デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブで使用可能な最大容量の メ デ ィ  

アのタ イ プを示し ます

レガシー デ ィ スケ ッ ト  ド ラ イ ブ

オプシ ョ ンには、 3.5 イ ンチ1.44 MB、 および5.25 イ ン 

チ1.2 MBがあ り ます

ド ラ イ ブ エ ミ ュ レーシ ョ ン （Drive Emulation）

特定のス ト レージ デバイスの ド ラ イ ブ エ ミ ュ レーシ ョ   

ン タ イ プを選択し ます （た と えば、Zipド ラ イ ブは、デ ィ  

スケ ッ ト  エ ミ ュ レーシ ョ ン を選択する こ と で起動可能 

にな り ます）

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
ス ト レージ 

（Storage） 

（続き）

デバイス構成 

（Device Configuration） 

（続き）

ド ラ イ ブのタ イプ エ ミ ュ レーシ ョ ン オプシ ョ ン

ATAPI Zipド ラ イ ブ な し （None） （その他の各種 ド ラ

（ATAPI Zip drive） イ ブ と し て処理）

デ ィ スケ ッ ト （Diskette） （デ ィ ス 

ケ ッ ト  ド ラ イブ と し て処理）

ATAハー ド デ ィ ス ク な し （その他の各種 ド ラ イ ブ と し 

（ATA Hard Disk） て処理）

デ ィ ス ク （Disk） （ハー ド デ ィ ス 

ク  ド ラ イ ブ と し て処理）

レガシー デ ィ ス な し 

ケ ッ ト  

（Legacy Diskette）

CD-ROM な し

ATAPI LS-120 な し （その他の各種 ド ラ イ ブ と し 

て処理）

デ ィ スケ ッ ト （デ ィ スケ ッ ト  ド ラ 

イ ブ と し て処理）

マルチセク タ転送 （Multisector Transfers） 

（ATAデ ィ ス クのみ）

マルチセ ク タのPIO操作ご と に転送されるセ ク タ数を指

定し ます。 オプシ ョ ンには （デバイスの機能によ り）、無

効 （Disabled）、 8、 および16があ り ます

転送モード （Transfer Mode） （IDEデバイスのみ）

ア ク テ ィ ブなデー タ転送モー ド を指定し ます。 オプシ ョ

ン には （デバ イ スの機能に よ り） 、 PIO 0、 Max PIO、  

Enhanced DMA、 Ultra DMA 0、 およびMax UDMAがあ    

り ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
ス ト レージ 

（Storage） 

（続き）

デバイス構成 

（Device Configuration） 

（続き）

変換モード （Translation Mode） （ATAデ ィ ス クのみ）

デバイスで使用する変換モー ド を選択し ます。 これによ

りBIOSは、他のシステム上のパーテ ィ シ ョ ン分割および

フ ォーマ ッ ト されたデ ィ ス クにア クセスでき ます。 これ

は、 旧バージ ョ ンのUNIX （SCO UNIXバージ ョ ン 3.2 な 

ど） のユーザにと って必要な場合があ り ます。 オプシ ョ

ンには、 自動 （Automatic） 、 ビ ッ ト シ フ ト （Bit-Shift） 、

LBA支援 （LBA Assisted）、 ユーザ （User）、 および 「オフ」 

（Off） があ り ます

Ä 注意 ： 通常は、 BIOSによっ て自動的に選択さ れた変換
モー ドは変更し ないで く だ さ い。選択された変換モー
ド が、 デ ィ ス ク をパーテ ィ シ ョ ン分割およびフ ォ ー
マ ッ ト し た と きにア ク テ ィ ブであ っ た変換モー ド と
互換性がないと、デ ィ スク上のデータ にア クセスでき
な く な り ます

IDE/シ リ アルATA （Default Values IDE/SATA）

マルチセ ク タ転送 （Multisector Transfers） 、 転送モー ド  

（Transfer Mode）、 およびATAデバイス用変換モー ド のデ 

フ ォル ト 値を指定し ます

変換パラ メータ （Translation Parameter） 

（ATAデ ィ ス クのみ）

✎ この機能は変換モー ド （Translation Mode） にユー 
ザ （User） が選択されている と きにのみ表示され
ます

パラ メ ータ （論理シ リ ンダ （Logical Cylinders）、 ヘ ッ ド  

（Heads）、および ト ラ ッ ク当た りのセク タ数 （Sectors Per 
Track）） を指定できます。 BIOSはこれを使用し て （オペ

レーテ ィ ング システムやアプ リ ケーシ ョ ンからの）デ ィ  

ス ク I/O要求を、 ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブで受け入れ可 

能な様式に変換し ます。論理シ リ ンダは1024を超える こ

とはできません。 ヘ ッ ド 数は256を超える こ とはできま

せん。 ト ラ ッ ク当た りのセ ク タ数は63を超える こ とはで

きません。 これらのフ ィ ールド は、 ド ラ イ ブの変換モー

ド が 「ユーザ」 に設定されている と きにのみ、 表示およ

び変更できます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
ス ト レージ 

（Storage） 

（続き）

ス ト レージ オプシ ョ ン 

（Storage Options）
リ ムーバブル メデ ィ アの起動 

（Removable Media Boot）
リ ムーバブル メ デ ィ アから システムを起動する機能の 

有効 （Enable） /無効 （Disable） を設定し ます

低速デ ィ スケッ ト の書き込み 

（Legacy Diskette Write）

レガシー デ ィ スケ ッ ト にデータ を書き込む機能の有効/ 
無効を設定し ます

✎ レ ガシー デ ィ スケ ッ ト 書き込みの変更を行っ た 
後で コ ン ピ ュー タは再起動し ますが、 その後、 変
更を有効にするために、 手動で コ ンピ ュータの電
源を切ってから電源を入れて く だ さ い

BIOS ATA DMA転送 

（BIOS DMA Data Transfers）

BIOSのディ スク I/O要求の処理方法を調整できます。 [有 

効] （Enable） が選択されている と きは、 BIOSはATAデ ィ

ス クの読み込み/書き込み要求をDMAデータ転送で処理

し ます。[無効] （Disable） が選択されている と きは、BIOS
はATAデ ィ ス クの読み込み/書き込み要求をPIOデータ転

送で処理し ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
ス ト レージ 

（Storage） 

（続き）

ス ト レージ オプシ ョ ン 

（Storage Options） 

（続き）

SATA構成 （SATA Emulation）

SATA コ ン ト ローラ およびデバイ スをオペレーテ ィ ング

システムから ア クセスする方法を選択できます

デフ ォル ト のオプシ ョ ンは[Separate IDE Controller]（個別  

のIDE コ ン ト ローラ） です。 こ のモード では、 最大4つの

SATAデバイ スと 2つのPATAデバイ スにアク セスできます。

SATAおよびPATAのコ ント ローラ は、 個別の2つのIDEコ ン

ト ローラ と し て表示さ れます。 こ のオプショ ンは、 

Microsoft Windows 2000およびWindows XPで使用し ます

• SATA 0は[SATA Primary Device 0] （SATAプ ラ イマ リ    

デバイス0） と し て表示されます

• SATA 1 （デバイスがある場合） は [SATA Secondary  
Device 0] （SATAセカ ンダ リ  デバイス0） と し て表示  

されます

• SATA 2 （デバイスがある場合） は[SATA Primary  
Device 1] （SATAプ ラ イマ リ  デバイス1） と し て表示  

されます

• SATA 3 （デバイスがある場合） は [SATA Secondary  
Device 1] （SATAセカ ンダ リ  デバイス1） と し て表示  

されます

も う 一方のオプシ ョ ンは[Combined IDE Controller]（複合  

IDE コ ン ト ロー ラ） です。 このモー ド では、 最大2 つの

PATAデバイ ス と 2 つのSATAデバイ スにア ク セスでき ま

す。 SATAおよびPATAのコ ン ト ローラは、 1つに組み合わ

された IDE コ ン ト ローラ と し て表示されます。 このオプ 

シ ョ ンは、 Microsoft Windows 98以前のオペレーテ ィ ン  

グ システムで使用し ます

• SATA 1は[PATA Primary Device 0] （PATAプ ラ イマ リ    

デバイス0） に置き換え られます

• SATA 3は[PATA Primary Device 1] （PATAプ ラ イマ リ    

デバイス1） に置き換え られます

IDEコン ト ローラ （IDE Controller）
プ ラ イマ リ IDE コ ン ト ローラ を有効/無効に設定し ます。

この機能は一部のモデルでのみサポー ト されます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
ス ト レージ 

（Storage） 

（続き）

ス ト レージ オプシ ョ ン 

（Storage Options） 

（続き）

プラ イマ リ  シ リ アルATAコ ン ト ローラ 

（Primary SATA Controller）
プ ラ イマ リSATAコ ン ト ローラ を有効/無効に設定し ます

セカンダ リ  シ リ アルATAコ ン ト ローラ 

（Secondary SATA Controller）
セ カ ンダ リ SATA コ ン ト ロー ラ を有効/無効に設定 し ま

す。 この機能は一部のモデルでのみサポー ト されます

DPSセルフ テス ト  

（DPS Self-Test）
DPS （Drive Protection System） セルフ テス ト 機能を も つ  

ATAハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブのセルフ テス ト を実行 し 

ます

✎ この項目は、 1台以上のDPSセルフ テス ト 機能を持
つハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブがシス テムに接続 さ 
れている場合にのみ表示されます

起動順序 

（Boot Order）
次の項目を設定し ます

• 接続されたデバイス （USBメ モ リ、 デ ィ スケ ッ ト  ド  

ラ イ ブ、ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ、オプテ ィ カル ド   

ラ イ ブ、 ネ ッ ト ワーク  イ ン タ フ ェ ース カー ド など）  

に起動可能なオペレーテ ィ ング シス テムのイ メ ー 

ジがあるかど う かを チ ェ ッ ク す る順序を指定 し ま

す。 一覧上の各デバイスは、 起動可能オペレーテ ィ

ング シス テムのソ ース と し て個別にチ ェ ッ ク対象 

から除外し た り、 チ ェ ッ ク対象に含めた り できます

• 接続 さ れたハー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブの起動順序を 

指定し ます。最初のハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブは起動 

順序が優先され、C ド ラ イ ブ と し て認識されます （他

にデバイスが接続されている場合）

✎ MS-DOSの ド ラ イ ブ名の割り当ては、MS-DOS以外
のオペレーテ ィ ング システムが起動された後は、 
適用されない場合があ り ます

一時的に優先される起動順序へのシ ョ ー ト カ ッ ト

起動順序で指定 し たデ フ ォル ト のデバイ ス以外のデバ

イスから一度だけ起動するには、 コ ンピ ュータ を再起動

し、モニ タ  ラ ンプが緑色に点灯し ている間に[F9]キーを 

押し ます。POSTが完了する と、起動可能デバイ スの一覧

が表示されます。 矢印キーを使用し て目的の起動デバイ

スを選択し、 [Enter]キーを押すと、デフ ォル ト 以外の選

択し たデバイスから、 コ ンピ ュータが一度だけ起動され

ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
セキュ リ テ ィ  

（Security）

スマー ト  カー ド  オプシ ョ ン

（Smart Card Options）
電源投入時パスワー ド （Power-On Password） の代わ り 

にスマー ト  カー ド を使用する設定を有効/無効に し ます

セ ッ ト ア ッ プ パスワー ド  

（Setup Password）

セ ッ ト ア ッ プ （管理者） パスワー ド を設定し て有効にし

ます

✎ セ ッ ト ア ッ プ パ ス ワ ー ド を 設定す る と、 コ ン 
ピ ュー タ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ の 
設定を 変更 し た り、 ROM を フ ラ ッ シ ュ し た り、
Windows環境で特定のプ ラグ アン ド  プレ イ設定  
を変更 し た り する場合にセ ッ ト ア ッ プ パスワー 
ド が必要にな り ます

詳し く は、Documentation and Diagnostics CD （ド キュ メ   

ンテーシ ョ ンおよび診断用CD） に収録されている 『 ト

ラ ブルシューテ ィ ング ガイ ド 』 を参照し て く だ さ い

電源投入時パスワー ド  

（Power-On Password）

電源投入時パスワー ド を設定し て有効にし ます

詳し く は、Documentation and Diagnostics CDに収録され   

ている 『 ト ラ ブルシ ューテ ィ ング ガイ ド 』 を参照し て く  

だ さ い

パスワー ド  オプシ ョ ン 

（Password Options）
（電源投入時パス ワー ド ま た

はセ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド  

が設定されている場合にのみ

表示されます）

次の項目を設定し ます

• レガシー リ ソースのロ ッ ク（セ ッ ト ア ッ プ パスワー  

ド を設定し た場合に表示されます）

• ネ ッ ト ワーク  サーバ モー ド を有効/無効に設定し  

ます （セ ッ ト ア ッ プ パスワー ド を設定し た場合に表 

示されます）

• ウォーム ブー ト （[Ctrl]＋[Alt]＋[Delete]） にパス 

ワー ド が必要かど う かを指定し ます （セ ッ ト ア ッ プ

パスワー ド を設定し た場合に表示されます）

詳し く は、Documentation and Diagnostics CDに収録され   

ている 『デス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト について』 を参照し 

て く だ さ い

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

スマー ト  カバー 

（Smart Cover）
次の項目を設定し ます

• カバー ロ ッ ク （Cover Lock） のロ ッ ク （Lock） /アン  

ロ ッ ク （Unlock） の設定

• カバー リムーバル センサの無効 （Disable） /ユーザ  

に通知 （Notify User） / セ ッ ト ア ッ プ パスワー ド の  

設定

✎ [ユーザに通知]を設定する と、カバーが取り外され
た こ と をセンサが検知し た と きにユーザに通知さ
れます。 セ ッ ト ア ッ プ パスワー ド は、 カバーが取 
り 外 さ れた こ と を セ ンサが検知 し た場合、 コ ン
ピ ュ ー タ を起動する際にセ ッ ト ア ッ プ パスワー 
ド の入力を要求し ます

一部の モ デ ル で のみサ ポ ー ト さ れ ま す。 詳 し く は、

Documentation and Diagnostics CDに収録されている 『デ   

ス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト について』 を参照し て く だ さ い

内蔵セキュ リ テ ィ  

（Embedded Security）

次の項目を設定し ます

• 内蔵セキュ リ テ ィ  デバイスの有効 （Enable） /無効 

（Disable）

• デバイスの出荷時設定へのリ セ ッ ト

• 起動時の認証サポー ト の有効/無効（一部のモデルの

み）

• 認証資格情報のリ セ ッ ト （一部のモデルのみ）

一部の モ デ ル で のみサ ポ ー ト さ れ ま す。 詳 し く は、

Documentation and Diagnostics CDに収録されている 『デ   

ス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト について』 を参照し て く だ さ い

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

デバイス セキュ リ テ ィ  

（Device Security）

次のデバイスに関する、 デバイス有効 （Device  
Available） /デバイス無効 （Device Hidden） の設定

• シ リ アル ポー ト （Serial Port）

• パラ レル ポー ト （Parallel Port）

• 前面のUSBポー ト （Front USB Port）

• システムのオーデ ィ オ セキュ リ テ ィ  

（Audio Security）

• 内蔵スピーカ （Internal Speaker） 

（一部のモデルのみ）  
外付けスピーカの設定には影響し ません

• ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラ （Network Controller） 

（一部のモデルのみ）

• マルチベイ  デバイス （Multibay Devices） 

（一部のモデルのみ）

• SMBusコ ン ト ローラ （SMBus Controller） 

（一部のモデルのみ）

• SCSIコ ン ト ローラ （SCSI Controller） 

（一部のモデルのみ）

• 内蔵セキュ リ テ ィ  デバイス （Embedded security 
device） 

（一部のモデルのみ）

ネ ッ ト ワーク  サービス  
ブー ト  

（Network Service Boot）

ネ ッ ト ワー ク  サーバに イ ン ス ト ール さ れた オペ レ ー 

テ ィ ング システムから コ ン ピ ュー タ を起動する機能の 

有効 （Enable） /無効 （Disable） の設定 （NIC モデルの

みで使用でき、 ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ローラがPCIバス上 

に存在するか、システム ボー ド に組み込まれている必要 

があ り ます）

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  ガイ ド www.hp.com/jp 13



コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

システムID 
（System ID）

次の項目を設定し ます

• アセ ッ ト  タ グ （Asset Tag。 18バイ ト の ID） および  

オーナーシ ッ プ タ グ （Ownership Tag。 POST実行中  

に表示される80バイ ト のID） の入力

詳し く は、Documentation and Diagnostics CDに収録   

されている 『デス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト について』 

を参照し て く だ さ い

• 本体シ リ アル番号 （Chassis Serial Number） または  

UUID （Universal Unique Identifier） の入力 

UUIDは現在の本体シ リ アル番号が無効の場合にの

み更新でき ます （通常これらの識別 （ID） 番号は工

場出荷時に設定され、 そのシステムを特定するため

に使用されます）

• キーボー ド （Keyboard Locale） の設定 

英語用や ド イ ツ語用などをシステム ID エン ト リ に対

し て設定し ます

ド ラ イ ブロ ッ ク   
セキュ リ テ ィ  

（DriveLock Security） 

（一部のモデルのみ）

ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブ にマ ス タ  パスワー ド ま たは  

ユーザ パスワー ド を割り当てた り、パスワー ド を変更し 

た り し ます。 この機能が有効の場合は、POST実行中にど

ち らかのDriveLockパスワー ド を入力する よ う 求め られ

ます。 どち らのパスワー ド も正常に入力されなかった場

合は、 次のコール ド  ブー ト  シーケンスの間にどち らか  

のパスワー ドが入力されるまで、ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ 

ブにはア クセスできません

✎ この項目は、 DriveLock機能をサポー ト する 1 台以
上のハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブがシス テムに接続 
されている場合にのみ表示されます

詳し く は、Documentation and Diagnostics CDに収録され   

ている 『デス ク ト ッ プ マネジ メ ン ト について』 を参照し 

て く だ さ い

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

OSセキュ リ テ ィ  

（OS Security） 

（一部のモデルのみ）

• デー タ実行防止 （Data Execution Prevention） 

（一部のモデルのみ）：有効 （Enable） /無効 （Disable）

に設定し ます 

OSのセキュ リ テ ィ の侵害を防止できます

✎ この項目は、 使用中のプロセ ッ サおよびオペレー
テ ィ ング シス テムがデー タ 実行防止モー ド に対 
応し ている場合にのみ有効にな り ます

• Intel仮想化技術 （Intel Virtualization Technology） 

（一部のモデルのみ） ： 有効/無効に設定し ます 

こ の設定を変更す る には、 コ ン ピ ュ ー タ の電源を

切ってから再び電源を入れる必要があ り ます

✎ この項目は、 使用中のプロセ ッ サおよびオペレー
テ ィ ング シス テムがデー タ 実行防止モー ド に対 
応し ている場合にのみ有効にな り ます

データ実行防止 

（Data Execution Prevention） 

（一部のモデルのみ）

有効 （Enable） /無効 （Disable） に設定し ます

OSのセキュ リ テ ィ の侵害を防止できます

✎ この項目は、 使用中のプロセ ッ サおよびオペレー
テ ィ ング シス テムがデー タ 実行防止モー ド に対 
応し ている場合にのみ有効にな り ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ  ガイ ド www.hp.com/jp 15



コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

マス タ  ブー ト  レ コー ド  

セキュ リ テ ィ  

（Master Boot Record Security） 

（一部のモデルのみ）

マス タ  ブー ト  レ コー ド （MBR） セキュ リ テ ィ を有効 

（Enable） /無効 （Disable） に設定し ます

有効に設定する と、 BIOSは、 現在の起動可能デ ィ ス クの

MBRへの書き込み要求をすべて拒否し ます。 コ ンピ ュー

タの電源を入れるか再起動するたびに、BIOSは現在の起

動可能デ ィ ス クのMBR と 前回保存し た MBR と を比較し

ます。 変更が検出された場合、 現在の起動可能デ ィ ス ク

のMBR を保存するか、 前回保存し た MBR を復元するか、

またはMBR セキュ リ テ ィ を無効にする こ とがで きます。

セ ッ ト ア ッ プ パスワー ド が設定されている場合は、セ ッ 

ト ア ッ プ パスワー ド を入力する必要があ り ます

✎ 現在の起動可能デ ィ ス ク の フ ォ ーマ ッ ト やパー
テ ィ シ ョ ンを意図的に変更する際は、 MBR セキュ
リ テ ィ を無効に設定し ます。 一部のデ ィ ス ク  ユー 
テ ィ リ テ ィ （FDISKやFORMATなど） はMBRを更新
し よ う と し ます 
MBR セキ ュ リ テ ィ が有効に設定 さ れた ま ま BIOS
によ っ てデ ィ ス ク  ア ク セスの処理が行われる と、 
MBR への書き 込み要求は拒否 さ れ、 ユーテ ィ リ
テ ィ はエ ラーを表示し ます 
またMBRセキュ リ テ ィ が有効に設定されたままオ
ペレーテ ィ ング システムによ っ てデ ィ ス ク  ア ク  
セスの処理が行われる と、 次の再起動時にBIOSに
よ ってMBRの変更が検出され、 MBRセキュ リ テ ィ
の警告メ ッ セージが表示されます

マス タ  ブー ト  レ コー ドの 

保存 

（Save Master Boot Record） 

（一部のモデルのみ）

現在の起動可能デ ィ ス ク のマ ス タ  ブー ト  レ コ ー ド の  

バッ ク ア ッ プ コ ピーを保存し ます

✎ MBR セキュ リ テ ィ が有効の場合にのみ表示されま
す

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
セキュ リ テ ィ  

（Security） 

（続き）

マス タ  ブー ト  レ コー ドの 

復元 

（Restore Master Boot Record） 

（一部のモデルのみ）

マス タ  ブー ト  レ コー ド のバッ ク ア ッ プを現在の起動可  

能デ ィ ス クに復元し ます

✎ 次の条件がすべて満た されている場合にのみ表示
されます

• MBRセキュ リ テ ィ が有効に設定されている

• 以前にMBRのバッ ク ア ッ プ コ ピーが保存されて 

いる

• 現在の起動可能ディ スク が、 MBRのバッ ク アッ プ

コ ピーを保存し た と きのデ ィ ス ク と同じ である

Ä 注意 ： 通常は、 デ ィ ス ク ユーテ ィ リ テ ィ やオペレー 
テ ィ ング システムから MBRが変更された後に、 以前 
保存 し ておいたMBRのバ ッ ク ア ッ プ を復元する と、
デ ィ ス ク上のデー タ にア ク セスで き な く なる可能性
があ り ます。現在の起動可能デ ィ ス クのMBRが壊れて
いるかウ ィ ルスに感染 し ている こ と が確実な場合に
のみ、 バッ ク ア ッ プ コ ピーを復元し て く だ さ い

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
電源 

（Power）
OS電源管理 

（OS Power Management）
• 実行時電源管理 （Runtime Power Management） の有  

効 （Enable） /無効 （Disable） 

こ の機能を有効に設定すると 、 その時点で ロー ド さ

れている ソ フ ト ウ ェ アがプロセ ッサの最大能力を必

要と し ない場合に、特定のオペレーテ ィ ング システ 

ムによ り プロセ ッサ電圧および周波数が下がり ます

• アイ ドル状態での省電力 （Idle Power Savings） ：拡張  

（Extended） /標準 （Normal） 

拡張に設定すると 、 プロセ ッ サがア イ ド ル状態のと

きに、特定のオペレーテ ィ ング システムがプロセ ッ 

サの電力消費量を下げるよ う に し ます

• ACPI S3のサポー ト （ACPI S3 Support） の有効/無効

• ACPI S3ハー ド デ ィ ス クのリ セ ッ ト （ACPI S3 Hard   
Disk Reset） 

こ の機能を有効に設定すると 、 S3 ス リ ープ状態から

の復帰後オペレーテ ィ ング シス テムが有効にな る 

前に、ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブがコ マン ド を受け付 

ける準備がで き ている こ と がBIOS によ り 確認 さ れ

ます

• ACPI S3 PS2マウス ウ ェ イ ク  ア ッ プ （ACPI S3 PS2      
Mouse Wake Up） 

マウス を使用 し た S3 ス リ ープ状態からの復帰の有

効/無効を設定し ます

• USBデバイスによるシステムの復帰 （USB Wake on  
Device Insertion） 

（一部のモデルのみ） 

この設定を有効に設定する と、 USBデバイスを差し

込むこ と でシステムがス タ ンバイから復帰し ます

ハー ド ウ ェ ア パワー  
マネージ メ ン ト  

（Hardware Power 
Management）

SATAの電源管理機能によ り、 SATAバスまたはシ リ アル

ATAパワー マネージ メ ン ト （またはその両方） の有効 

（Enable） /無効 （Disable） を設定し ます

温度 

（Thermal）
• フ ァ ン休止モー ド （Fan idle mode） 

この棒グラ フ で フ ァ ンの最低速度を制御し ます

✎ この機能では、 フ ァ ンの最低速度のみ変更でき ま
す。 フ ァ ン自体は自動的に制御されます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
カス タム* 
（Advanced）

電源投入時オプシ ョ ン 

（Power-On Options）
次の項目を設定し ます

• POSTモー ド （POST Mode） の設定 ： ク イ ッ ク  ブー  

ト （QuickBoot）、 フル ブー ト （FullBoot）、 または1 
～30日毎にフルブー ト （FullBoot Every 1-30 Days）

• POSTメ ッ セージ （POST Messages） の有効 

（Enable） /無効 （Disable）

• [F9]プロンプ ト （F9 Prompt） の有効/無効または 

表示 （Displayed） /非表示 （Hidden） 

この機能を有効に設定する と、 POST実行中に 

[F9=Boot Menu] と表示されます。 この機能を無効に 

設定し てテキス ト が非表示にな っ て も、 [F9]キーを

押す と [Shortcut Boot [Order] Menu]画面が表示 され   

ます。 詳し く は、 [ス ト レージ] （Storage） →[起動順

序] （Boot Order） の順に選択し て く だ さ い

• [F10]プロンプ ト （F10 Prompt） の有効/無効または 

表示/非表示 

こ の機能を有効に設定すると 、 POST実行中に 

[F10=Setup] と表示されます。 この機能を無効に設定

し てテキス ト が非表示にな って も、[F10]キーを押す

と [Setup]画面が表示されます

• [F12]プロンプ ト （F12 Prompt） の有効/無効または 

表示/非表示 

この機能を有効に設定する と、 POST実行中に 

[F12=Network Service Boot]と表示されます。 この機  

能を無効に設定し てテキス ト が非表示にな っ て も、

[F12]キーを押す と ネ ッ ト ワー クからのブー ト がシ

ステムに強制されます

*上級ユーザのみ

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
カス タム* 
（Advanced） 

（続き）

*上級ユーザのみ

電源投入時オプシ ョ ン 

（Power-On Options）
（続き）

次の項目を設定し ます

• オプシ ョ ン ROMプロンプ ト （Option ROM Prompt）  

の有効 （Enable） /無効 （Disable） 

こ の機能を有効に設定する と、 オプ シ ョ ン ROM を

ロー ド す る前に画面に メ ッ セージが表示 さ れます

（この機能は一部のモデルでのみサポー ト されます）

• リ モー ト  ウ ェ イ ク ア ッ プ ブー ト  ソース （Remote  
Wakeup Boot Source） の リ モー ト  サーバ （Remote   
Server） /ローカル ハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イブ （Local  
Hard Drive）

• 電源コー ド の抜き差し後の電源状態 （After Power 
Loss） のオン （On） / オ フ （Off） /以前の状態への

復帰 （Previous State） 

次のよ う に機能し ます

• オフ ： コ ンピ ュータ に電力が供給されて も、 コ ン

ピ ュータの電源は切れたままにな り ます

• オン ： コ ンピ ュータ に電力が供給される と、 すぐ

にコ ンピ ュータの電源がオンにな り ます

コ ン ピ ュ ー タ がス イ ッ チ付き電源 タ ッ プに接続

されている場合は、電源タ ッ プのスイ ッ チを使用

し て コ ン ピ ュ ー タ の電源を入れる こ と がで き ま

す

• 以前の状態への復帰： コ ンピ ュータが電源から切

断された と きに電源がオンにな っ ていた場合、電

源に接続 し なおす と す ぐ に コ ン ピ ュ ー タ の電源

がオンにな り ます

✎ 電源タ ッ プのス イ ッ チを使っ て コ ンピ ュー タの電
源を切る場合は、 サスペン ド / ス リ ープ機能や リ
モー ト  マネジ メ ン ト 機能を使用できません

• POST遅延時間 （POST Delay） ： な し、 5秒、 10秒、 

15秒、または20秒 （None, 5, 10 15, or 20 seconds） 

この機能を有効に設定する と、 ユーザが指定し た遅

延時間がPOSTプロセスに追加されます。 この遅延時

間は、POSTが完了し た時点でブー ト の準備ができて

いないほど PCI カー ド 上のハー ド デ ィ ス クの回転が

遅い場合に必要と な り ます。 また、 POST遅延時間を

設定する と、 コ ン ピ ュー タ （F10） セ ッ ト ア ッ プ を

開 く ために [F10]キーを選択で き る時間が長 く な り

ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
カス タム* 
（Advanced） 

（続き）

*上級ユーザのみ

電源投入時オプシ ョ ン 

（Power-On Options）
（続き）

次の項目を設定し ます

• I/O APICモー ド （I/O APIC Mode） の有効 

（Enable） /無効 （Disable） 

この機能を有効に設定する と、Microsoft Windowsオ 

ペレーテ ィ ング システムの動作が最適化されます。 

Microsoft以外の一部のオペ レーテ ィ ング シ ス テム 

を正常に動作させるためには、 この機能を無効に設

定する必要があ り ます

• ハイパースレ ッ デ ィ ング （Hiper-Threading） の有 

効/無効

• 閲覧モー ド の設定（Set Up Browse Mode） の有効/無    

効 （一部のモデルのみ） 

この機能を有効にする と、 コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ 

プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ を表示で き ますが、 設定

を変更するにはセ ッ ト ア ッ プ パスワー ド の入力が 

必要です

• CPUIDの最大値を 3に制限 （Limit CPUID Maximum  
Value to 3） 

マイ ク ロプロセ ッサから通知される CPUID関数の数

を制限し ます。 Windows NT®
を起動する と きはこの 

機能を有効に設定し ます

• ACPI/USB バッ フ ァ を メ モ リ先頭番地へ （ACPI/USB
Buffer @ Top of Memory） の有効/無効 

この機能を有効に設定する と、 USBメ モ リ  バッ フ ァ 

が メ モ リの先頭に配置されます。この機能の利点は、

1 MB 未満の一定量の メ モ リ がオ プ シ ョ ン ROM に 

よ っ て解放 さ れて使用で き る点です。 不利な点は、

USBバッ フ ァがメ モ リの先頭にあ り システムのRAM
が64 MB以下の場合、一般的な メ モ リ  マネージ ャ で  

あるHIMEM.SYSが正常に動作し ない点です

メ モ リ  テス ト の実行 

（Execute Memory Test） 

（一部のモデルのみ）

コ ンピ ュー タ を再起動し て、 POST メ モ リ  テス ト を実行 

し ます

BIOS電源投入 

（BIOS Power-On）

オ ンボー ド  シ ス テム デバイ ス （デ ィ スケ ッ ト  コ ン ト    

ロー ラ （Diskette Controller） 、 シ リ アル ポー ト （Serial  
Port）、 パラ レル ポー ト （Parallel Port） など） のリ ソース  

を設定し た り無効に設定し た り し ます

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
カス タム* 
（Advanced） 

（続き）

*上級ユーザのみ

オンボー ド  デバイス 

（Onboard Devices）
オ ンボー ド  シ ス テム デバイ ス （デ ィ スケ ッ ト  コ ン ト    

ロー ラ （Diskette Controller） 、 シ リ アル ポー ト （Serial  
Port）、 パラ レル ポー ト （Parallel Port） など） のリ ソース  

を設定し た り無効に設定し た り し ます

PCIデバイス 

（PCI Devices）
• イ ンス ト ールされているPCIデバイスの一覧と IRQの

設定を表示し ます

• 各デバイスの IRQ 設定を変更し た り、 デバイスを無

効 （Disable） に設定し た り できます 

これらの設定は、ACPI対応のオペレーテ ィ ング シス 

テムには対応し ていません

PCI VGAコ ン フ ィ グレーシ ョ

ン 

（PCI VGA Configuration）

PCI ビデオ アダプ タがシステムにイ ンス ト ールされてい 

る場合にのみ表示されます。 VGAコ ン ト ローラのブー ト

またはプ ラ イマ リVGAコ ン ト ローラの設定を行います

✎ この項目を表示するには、 [カス タム]→[デバイ ス
オプシ ョ ン ] （Device Options） の順に選択し て内 
蔵ビデオを有効に設定し、 [変更を保存し て終了 ]
（Save Changes and Exit） を選択する必要があ り ま   
す

バス オプシ ョ ン 

（Bus Options）
一部のモデルで、 次の項目の有効 （Enable） /無効を設

定し ます

• PCI SERR#生成 （PCI SERR# Generation）

• PCI VGAパレ ッ ト  スヌーピング 

（PCI VGA Palette Snooping） 

PCI コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン スペースにVGAパレ ッ 

ト  スヌーピング ビ ッ ト を設定し ます。 2つ以上のグ  

ラ フ ィ ッ ク ス コ ン ト ロー ラがイ ン ス ト ール さ れて 

いる場合にのみ必要です

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
カス タム* 
（Advanced） 

（続き）

*上級ユーザのみ

デバイス オプシ ョ ン 

（Device Options）
次の項目を設定し ます

• プ リ ン タ  モー ド （Printer Mode） の双方向 

（Bi-Directional）、 EPP&＋ECP （EPP + ECP）、 出力専用  

（Output Only）

• 電源投入時Num Lock状態（ Num Lock state at  
Power-On） のオン （On） /オフ （Off）

• S5ウ ェ イ ク  オンLANの有効 （Enable） /無効 

（Disable）

• オフ状態 （S5） のと きにWake on LAN を無効に  

するには、 左右の矢印キーを使用し て [カス タム]
（Advanced） →[デバイス オプシ ョ ン]メ ニューの 

順に選択し、 S5 Wake on LAN機能を無効に設定   

し ます。 この設定では、S5のと きのコ ンピ ュータ 

の消費電力を最小にする こ とができます。サスペ

ン ド やハイバネーシ ョ ンからのWake on LANの  

実行には影響し ませんが、ネ ッ ト ワーク経由でS5
から復帰する こ とはできません。 コ ンピ ュータの

電源がオンの時には、ネ ッ ト ワーク接続の操作に

は影響し ません

• ネ ッ ト ワー ク接続が必要で ない場合は、 ネ ッ ト

ワーク  コ ン ト ローラ （NIC） を完全に無効にする 

ために左右の矢印キーを使用し て[セキュ リ テ ィ ]
（Security） → [ デバ イ ス セキ ュ リ テ ィ ] （Device 
Security） メ ニューの順に選択し ます。ネ ッ ト ワー

ク  コ ン ト ロー ラのオプシ ョ ン を [Device Hidden]  
に設定し ます。 これで、ネ ッ ト ワーク  コ ン ト ロー 

ラがオペレーテ ィ ング システムから使用で き な 

く な り、S5のと きのコ ンピ ュータの消費電力を抑

える こ とができます

• プロセ ッサ キャ ッ シュ （Processor Cache） の有効/  
無効

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ
カス タム* 
（Advanced） 

（続き）

*上級ユーザのみ

デバイス オプシ ョ ン 

（Device Options） 

（続き）

次の項目を設定し ます

• 各ス リ ープ状態時のLEDの点滅速度 （Unique Sleep  
State Blink Rates） 

ラ ンプの点滅パターンによ っ てス リ ープ状態が識別

でき る機能の有効/無効を設定し ます 

1回点滅し た後に2秒間休止＝S1 
2回点滅し た後に2秒間休止＝S2 
3回点滅し た後に2秒間休止＝S3

• 内蔵ビデオ （Integrated Video） の有効 （Enable） / 
無効 （Disable） 

内蔵ビデオ と PCI Up ソ リ ュ ーシ ョ ン ビデオを同時  

に使用でき るよ う に設定し ます（一部のモデルのみ）

✎ 内蔵ビ デオ を有効に設定 し て変更を保存 し た後
は、[カス タム] メ ニューの下に新し い メ ニュー項目
が表示され、 プ ラ イマ リVGAコ ン ト ローラのビデ
オ デバイスを選択でき るよ う にな り ます

✎ PCIまたはPCI Expressビデオ カ ード を挿入すると 、  
内 蔵 ビ デ オ が 自 動 的 に 無 効 に な り ま す。 PCI
Expressビデオがオンのと きは、 内蔵ビデオを無効
に設定し てお く 必要があ り ます

• モニ タ  ト ラ ッ キング（Monitor Tracking）の有効/無効 

モニ タのアセ ッ ト 情報をBIOSに保存し ます

• NIC PXEオプシ ョ ン ROMのダウンロー ド （NIC PXE  
Option ROM Download） の有効/無効 

BIOS に含まれている内蔵NIC オプシ ョ ン ROM によ

り、コ ンピ ュータの起動時にネ ッ ト ワーク経由でPXE
サーバに接続できます。この機能は通常、共通イ メ ー

ジ をハー ド デ ィ ス ク  ド ラ イ ブにダウン ロー ド する 

と き に使用 し ま す。 NIC オ プ シ ョ ン ROM は DOS
Compatibility Hole （DCH） 領域と呼ばれる1 MB未満  

の メ モ リ領域に格納されます。 メ モ リ領域には制限

があ り ます。 この [F10]オプシ ョ ン を使用し て内蔵

NICオプシ ョ ンROMのダウンロー ド を無効に設定で

き るため、 追加のPCI カー ド用にオプシ ョ ン ROM領

域が必要な場合、 提供するDCH領域を増やすこ とが

できます。 デフ ォル ト ではNICオプシ ョ ンROMが有

効に設定されています

コンピ ュータ セッ ト アッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ （続き）

メニュー 項目 説明

✎ コ ンピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ でサポー ト される機能は、 お使いのハー ド ウ ェ アの構成 
によ って異なる場合があ り ます。
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コ ン ピ ュータ  セ ッ ト ア ッ プ （F10） ユーテ ィ リ テ ィ   
構成の設定値の回復
この方法で復元する場合、[システム構成の復元]を実行する前に、コンピュー

タ セットアップ（F10）ユーティリティの[リムーバブル メディアに保存]コ  

マンドを実行する必要があります。コンピュータ セットアップ オプションの  

表にある、4ページの「リムーバブル メディアに保存 （Save to Removable    

Media）」を参照してください。

✎ コンピュータの構成を変更したら、その構成をディスケット、USBメモリ、

またはディスケットと同等のデバイス（ディスケット ドライブをエミュレー 

トするよう設定された記憶装置）に保存し、将来使用できるようにディスケッ

トまたはデバイスを保管しておくことをお勧めします。

構成を復元するには、構成を保存したディスケット、USBメモリ、またはディ

スケットをエミュレートするその他の記憶装置を挿入し、コンピュータ セッ 

トアップ（F10）ユーティリティの[リムーバブル メディアから復元]コマンド 

を実行します。コンピュータ セットアップ オプションの表にある、4ページ  

の「リムーバブル メディアから復元 （Restore from Removable Media）」を参     

照してください。
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